
(別紙様式) （Ａ３判横）

平 成 ２１ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立所沢高等学校 ）

目指す学校像 多様な生徒一人一人に相応し、社会的自立を促す親身あふれる温かい教育 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評
Ａ ほぼ達成 （８割以上） 価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて

達 評価を受けた日とする。
Ｂ 概ね達成 （６割以上）

１ 授業を大切にし、基礎学力を身につけ、学習意欲の向上に努める 成 出席者 学校関係者 ３名
Ｃ 変化の兆し（４割以上）

重 点 目 標 ２ 家庭や地域等と連携し、教育活動の一層の充実を図る 度 生徒 １名
Ｄ 不 十 分 （４割未満）

３ 学校行事等への参加を通し、学校生活を充実させ、自己実現を図る 事務局（教職員） ３名

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学 校 自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価 （２月１日 現在 ） 実施日 平成２２年２月１０日

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

①多様な学習歴の生徒が多 授業改善及び基礎 ①生徒理解についての事例研 ①事例研究や生徒情報交換 ①様々な場面において情報交 【確かな学力の定着】 ・多様な学習歴の生徒への対応として、個
いため、個に応じた指導を 学力の向上 究等を行い、より実践的な指 等を年３回以上行う。 換を行い、生徒理解を深めた。 ①学習意欲を向上させるた 々に応じて、より一層工夫した指導をし
行っているが、さらに指導 【個に応じた指導の充実】 導力を教員が身につける。 ②新入生は年度当初を加え、また近隣特別支援学校へ授業 め、生徒理解を深め、個に ていただきたい。

１ の充実を図ることが課題で ②教員間で生徒情報交換を積 年４回以上の面談を行う。 公開を行い、本校の教育課題 応じた指導の工夫・充実を ・学習支援員の活用、教員の共通理解の共
ある。 極的に行い、授業内容の精選 ③定期考査で概ね６割の理 の理解を深め、教員の指導力 図る。 有等により、基礎基本の定着に向けた指
②学習の機会に恵まれてい を図り、教材の開発を進める。解と提出物の確認を行う。 を向上する契機とした。 ②家庭学習を定着させるた 導を継続していただきたい。
なかった生徒が多いため、 ③学習支援員等を活用し、手 ④７割の出席率を目指す。 ②各学年３回以上の面談を行 Ｂ め、保護者面談等の機会を ・保護者参観といった保護者が学校を知る
わかりやすい授業づくりを 立てが必要な生徒を支援する。 い、特に１学年では保護者面 一層活用する。 機会をさらに拡大していただきたい。
進め、理解度に応じた補講 ④総合的な学習の時間を活用 談を実施し、家庭との連携を ③わかりやすい授業づくり
等の指導の幅を広げていく し、生徒の興味関心を伸ばし、 深めた。 のため、学習支援員を活用
ことが課題である。 様々な学習意欲を高める。 ③学習支援員を活用し、ＴＴ したり授業研究等を行い、

や補講等を行い、学習意欲を 指導の工夫・充実を図る。
向上させ、各学期の欠点者が ④楽しく落ち着いて授業を
３割減少した。 受けることができる体制づ
④出席率は７８％と向上した。 くりを進める。

①中学校訪問やＨＰ等によ 開かれた学校づく ①志願者の多い中学校等を重 ①関心を持ってもらうよう ①ＨＰを３回更新、広報紙を 【工夫ある学校情報の発信】 ・ＨＰの内容等はより改善されてきたが、
り教育活動を発信している り 点的に訪問し、教育活動を発 なＨＰの工夫をするととも １２号発行し、情報発信した。 ①関心を持ってもらえるＨ さらに工夫をお願いしたい。
が、「本校の定時制教育」 【工夫ある学校情報の発信】信する。 に、ＨＰを学期に１回以上 ②志願者の多い中学校等を年 Ｐづくりのため、学校内外 ・学校評価懇話会等、学校内外の交流が多

２ に対する深い理解を浸透さ ②求める生徒像を明確にし、 更新し、さらに情報誌を学 ３回訪問し、本校の教育活動 と意見交換を行う。 く行われ、意見を取り入りやすい環境づ
せ、中途退学の防止等につ 志願者に対して、事前に十分 期に２回以上発行する。 について理解が深まった。 ②中学校との信頼関係を深 くりがされている。
なげることが課題である。 な学校説明を行う。 ②中学校訪問等を年３回以 ③文化祭のＰＴＡコーナーを Ａ めるため、継続的な訪問を ・学校に関心を持っている保護者が増え、
②学校評価懇話会等と連携 ③文化祭ＰＴＡコーナーや生 上実施する。 設け、地域や中学生に情報を 行っていく。 保護者同士の交流を求めている方もいる
し、情報交換を行っている 徒による説明コーナー等様々 ③志願者の事前説明会参加 発信した。また、志願者の約 ③ＰＴＡの支援により、学 ので、保護者が参加しやすい機会を設け
が、さらに情報交換の場を な学校発信を行う。 率 100％を目指す。 ７割が事前説明会に参加した。 校情報発信の機会を増やす。 ていただきたい。
拡大していくことが課題で ④学校評議員及び学校評価懇 ④懇話会委員対象にアンケ ④懇話会委員対象のアンケー ④授業参観・学級懇談会等
ある。 話会と連携する。 ートを年１回以上行う。 トを実施し、意見交換をした。 の意見交換の場を拡大する。

①生徒会活動を活性化さ 生徒の自己実現に ①行事への参加意欲を高める ①生徒会を活性化し、行事 ①生徒会に関するガイダンス 【望ましい自己実現の支援】 ・様々な行事において、生徒の委員会や係
せ、学校生活の充実を目指 向けた指導の充実 ために、生徒への動機づけや 参加率７割を目指す。 を行い、参加意欲の向上を図 ①参加意欲のさらなる向上 が活動するような機会を多く設けていた
しているが、生徒会活動や 【充実した自己実現の支援】家庭の協力を得る等工夫ある ②毎日１回以上、組織的に った。また体育祭を復活する のため、学校行事等の精選 だきたい。

３ 各種行事への参加意欲の向 取組を行う。 校内外の巡回指導を行う。 等行事の精選を行い、行事参 を進める。 ・先生方が生徒とのコミュニケーションを
上が課題である。 ②関係機関との連携し、全定 ③個別面談指導を年４回以 加率は８５％に向上した。 ②安心安全な学校づくりの 積極的に取ろうと御努力されている。
②基礎的生活態度を身に付 で共通理解を深め、生活指導 上実施し、進路希望実現 ②組織的な校外巡回により、 ため、保護者及び関係機関 ・生徒及び先生方が一緒になり行事を作り
け、自律心を養う指導を行 上の課題に取り組む。 の６割達成を目指す。 校内外喫煙者が激減した。 との連携を強化する。 あげている様子が伝わってくる。
っているが、基本的生活態 ③関係機関や分掌と連携し、 ④進路に関する行事（進路 ③進路実現の６割達成を目指 Ａ ③進路希望の全員実現に向 ・不況等の厳しい状況下でも、引き続き指
度や自律心の確かな定着が ４年間を通した計画的・組織 講演会等）を年に３回以上 し、厳しい状況の中、粘り強 けて、就職支援アドバイザ 導をしていただきたい。
課題である。 的な進路指導体制づくりを行 実施し、生徒の進路意識の い指導を行っている。 ー等を積極的に活用する。
③発達段階に応じ、木目細 う。 醸成を目指す。 ④進路適性調査・卒業生を囲 ④進路希望の有無に関わら
やかな指導を通して、進路 ④進路実現に向けた望ましい む会・就職ガイダンス・学年 ず、全生徒が進路意識を持
意識の向上を図っている 職業観や勤労観の育成を図る 別進路啓発セミナー等の企画 ち、より具体的な進路目標
が、さらに進路意識の向上 ため、就職支援アドバイザー を実施し、就職支援アドバイ が実現できるように、４年
や自己実現に向けた支援体 等を活用する。 ザーを活用し、生徒の進路意 間を通した計画的・組織的
制の充実が課題である。 識を醸成した。 な取組を行っていく。


